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司
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日
本
二
十
六
聖
人
列
聖
百
五
十
周
年
記
念
感
謝
行
事
が
、

京
都
、
広
島
、
長
崎
の
三
教
区
共
催
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

岡
山
で
の
行
事
も
盛
大
か
つ
荘
厳
の
う
ち
に
無
事
終
え
、
岡

山
教
会
は
じ
め
教
区
内
の
皆
様
方
、
特
に
特
別
共
催
を
い
た

だ
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

岡
山
で
の
行
事
の
特
徴
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
ご
協
力
に
よ

り
、
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
遺
骨
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
こ
と
で

し
た
。

さ
み
だ
れ
や

デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の

里
帰
り

　

六
月
八
日
（
金
）
午

後
三
時
ご
ろ
、
さ
み
だ

れ
の
中
、
岡
山
教
会
に

聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
遺

骨
が
到
着
し
ま
し
た
。

右
腕
の
骨
の
一
部
が
右

腕
を
模
っ
た
箱
に
収
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
あ

の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・

ザ
ビ
エ
ル
の
聖
腕
を
想

い
、「
十
字
を
切
っ
た

聖
デ
ィ
エ
ゴ
の
右
腕
の
骨
の
一

部
」
な
ん
だ
と
、
感
動
の
十
字

を
切
っ
て
迎
え
た
の
で
あ
り
ま

す
。

十
字
切
り
し

デ
ィ
エ
ゴ
の
腕
や

み
こ
こ
ろ
月

　

午
後
四
時
か
ら
六
時
ま
で

は
、
三
十
分
交
代
で
グ
ル
ー
プ

を
組
み
、
聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の

遺
徳
を
称
え
、
取
次
ぎ
を
祈
り

ま
し
た
。
明
日
の
芳
賀
の
里
へ

の
帰
郷
が
天
候
に
恵
ま
れ
ま
す

よ
う
に
と
「
さ
み
だ
れ
や
デ
ィ

エ
ゴ
喜
斎
の
里
帰
り
」
の
句
に

そ
の
祈
り
を
託
し
ま
し
た
。

　

翌
九
日
（
土
）
の
午
前
十
時

聖
デ
ィ
エ
ゴ
喜
斎
の
遺
骨

故
郷
の
地
岡
山
に
里
帰
り
岡山教会

半
、
教
皇
大
使
は
じ
め
六
人
の

司
教
が
、
芳
賀
の
里
へ
の
デ
ィ

エ
ゴ
さ
ま
聖
骨
の
帰
郷
に
同
行

し
ま
し
た
。
里
で
は
、
多
数
の

司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
、
そ
れ

に
宗
教
を
越
え
て
数
人
の
地
元

有
志
の
方
が
歓
迎
し
、
取
次
ぎ

の
祈
り
な
ど
さ
さ
げ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
聖
人
の
殉
教

か
ら
四
百
十
五
年
と
い
う
時
空

を
越
え
て
の
、
時
鳥
た
ち
の
歓

迎
も
あ
り
ま
し
た
。

デ
ィ
エ
ゴ
さ
ま

お
帰
り
芳
賀
へ時

鳥

　

同
日
午
前
十
一
時
半
、
岡
山

教
会
に
帰
り
、
日
本
二
十
六
聖

人
列
聖
百
五
十
周
年
記
念
感
謝

ミ
サ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
サ
ブ

テ
ー
マ
と
し
て
「
デ
ィ
エ
ゴ
喜

斎
の
里
帰
り
ミ
サ
」

と
銘
打
っ
た
こ
の

ご
ミ
サ
は
、
岡
山

教
会
始
ま
っ
て
以

来
の
最
も
荘
厳
か

つ
盛
大
な
ミ
サ
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

参
加
者
全
員
の
心

は
、
聖
デ
ィ
エ
ゴ
の
心
、
主
イ

エ
ス
の
心
と
同
じ
も
の
に
な
っ

た
か
の
よ
う
で
し
た
。
ジ
ョ
セ

フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
教
皇
大
使

は
、「
信
者
の
方
が
言
っ
た
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
の

（
殉
教
の
）
時
で
す
。」
と
い
う

手
紙
を
寄
せ
て
き
ま
し
た
。

み
こ
こ
ろ
の

月
や
殉
教

受
け
継
ご
う

ジョセフ・チェノットゥ教皇大使と前田万葉司教

芳賀の里での祈り

聖ディエゴ喜斎の右腕の遺骨
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去
る
六
月
三
日
、
二
〇
一
二

年
度
第
一
回
広
島
司
教
区
宣
教

司
牧
評
議
会(
以
下
、
教
区
宣

司
評)

が
、
広
島
カ
ト
リ
ッ
ク

会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。
前
田
司
教
、
司
祭
、
修

道
者
、
信
徒
の
二
十
六
人
が
出

席
し
た
。

　

は
じ
め
に
前
田
司
教
か
ら

「
教
区
の
発
展
の
た
め
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
。
信
仰
年
に
向
け
て
、
教
区

の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
心
に
留
め
て

頂
き
た
い
。
そ
し
て
『
平
和

の
使
徒
』
と
な
る
た
め
に
、
共

に
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

議
題
は
、
ま
ず
「
平
和
の
使

徒
と
な
ろ
う
～
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

見
直
し
版
～
」
と
し
て
発
刊
さ

れ
た
『
平
和
の
使
徒
に
な
ぁ
～

れ
！
』
の
活
用
に
つ
い
て
、
平

和
の
使
徒
推
進
本
部
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
信
仰
年
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
前
田
司

教
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

　
「
信
仰
が
薄
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
だ
か
ら
信
仰
年
が
掲
げ

ら
れ
た
。
洗
礼(

宣
教)
の
大

切
さ
、
信
仰
の
大
切
さ
、
ミ
サ

の
大
切
さ
を
思
い
、
信
仰
の
再

発
見
の
年
で
あ
る
。
救
い
の
恵

み
を
多
く
の
人
に
与
え
た
い
。

信
仰
を
根
底
に
持
っ
て
、
平
和

の
使
徒
と
な
ろ
う
。」
と
説
明

さ
れ
た
。

　

次
に
召
命
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
担
当
司
祭
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　
「
各
地
区
の
担
当
司
祭
が
集

ま
り
、
話
し
合
い
を
行
い
、
次

の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。

①
十
一
月
三
日
に
予
定
し
て
い

る
召
命
の
集
い
の
呼
び
か

け
に
つ
い
て
。

②
他
教
区
の
召
命
の
状
況
や
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
調
べ

て
み
る
。

③
祈
り
の
大
切
さ
を
強
調
し
て

い
く
。

④
司
祭
自
身
が
強
く
祈
る
こ
と

が
大
切
。

⑤
教
区
の
神
学
生
の
状
況
に
つ

い
て
。

⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
召

命
促
進
に
利
用
し
て
は
ど

う
か
と
の
意
見
が
出
た
。

説
明
の
後
、
出
席
者
の
意

見
と
し
て
、

●
一
粒
会
へ
の
献
金
の
お
願
い

と
神
学
校
受
験
を
目
指
す

青
年
の
た
め
に
、
呼
び
か

け
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

●
召
命
促
進
、
青
少
年
育
成

を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た

め
に
、『
平
和
の
使
徒
』
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
組
み
入
れ

る
と
と
も
に
、
召
命
推
進

チ
ー
ム
や
青
少
年
育
成
推

進
チ
ー
ム
な
ど
を
立
ち
あ

げ
て
ほ
し
い
。

●
教
会
学
校
で
、
召
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
の
学
習
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

●
青
少
年
へ
の
期
待
や
配
慮
に

つ
い
て
関
心
を
も
ち
、
動

き
出
し
た
青
少
年
た
ち
を

知
り
、
温
か
く
支
援
し
て

ほ
し
い
。

●
教
区
内
の
学
校
法
人
の
状
況

に
つ
い
て
、
も
っ
と
関
心

を
も
ち
、
減
少
す
る
子
ど

も
た
ち
の
現
状
な
ど
に
つ

い
て
、
理
解
と
意
見
交
換

が
必
要
な
時
代
に
な
っ
て

き
た
。

●
司
祭
が
少
な
く
子
ど
も
た
ち

と
の
関
わ
り
が
乏
し
い
中

で
、
召
命
は
育
み
に
く
い
。

司
祭
は
、
司
祭
し
か
で
き

な
い
こ
と
に
取
り
組
み
、

信
徒
と
の
関
わ
り
が
も
て

る
よ
う
に
全
体
を
見
据
え

た
仕
事
の
整
理
と
配
置
が

必
要
。

　

教
区
宣
司
評
の
後
半
は
、
各

地
区
、
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
、

教
区
年
間
テ
ー
マ
に
対
す
る
状

況
、
信
仰
年
に
向
け
て
の
取
り

組
み
状
況
、
召
命
、
青
少
年
育

成
に
関
す
る
取
り
組
み
検
討
、

各
地
区
、
ブ
ロ
ッ
ク
独
自
の
取

り
組
み
状
況
に
つ
い
て
の
報
告

が
あ
っ
た
。

　

以
上
の
こ
と
が
話
し
合
わ
れ

た
後
、
祈
り
と
祝
福
の
う
ち
に

教
区
宣
司
評
を
閉
会
し
た
。
前

田
司
教
の
も
と
、
教
区
民
一
人

ひ
と
り
が
「
平
和
の
使
徒
」
に

向
か
っ
て
歩
み
ま
し
ょ
う
。
意

見
や
要
望
な
ど
は
、
平
和
の
使

徒
推
進
本
部
ま
で
。

【『
平
和
の
使
徒
に
な
ぁ
～

れ
！
』
の
活
用
に
つ
い
て
】

　

今
年
六
月
、
皆
さ
ん
の
小
教

区
宛
て
に
配
ら
れ
た
「
平
和
の

使
徒
と
な
ろ
う
～
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
見
直
し
版
～
」
と
し
て
発
刊

さ
れ
た
『
平
和
の
使
徒
に
な
ぁ

～
れ
！
』
の
活
用
に
つ
い
て
、

以
下
の
四
点
の
こ
と
に
配
慮
く

だ
さ
い
。

①｢

自
分
に
は
関
係
な
い｣

と

思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②｢

教
区
か
ら
示
さ
れ
た
も

の
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い｣

と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
今
、
行
っ
て
い
る
活
動
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

④
何
も
行
動
し
て
い
な
い
、
あ

る
い
は
、
こ
れ
か
ら
行
動

第 1 回教区宣教司牧評議会の様子

教
区
の
動
き

		 				【
二
〇
一
二
年
度
（
第
一
回
）

　
　

広
島
司
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
開
催
】

平
和
の
使
徒
推
進
本
部 
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し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方

は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

ヒ
ン
ト
に
し
て
く
だ
さ
い
。

《
基
本
冊
子
と
解
説
冊
子
の
二

種
類
の
冊
子
が
あ
り
ま
す
。》

●
基
本
冊
子（
カ
ラ
ー
印
刷
版
）

は
、
信
者
全
員
が
配
布
対

象
で
す
。
英
語
版
も
現
在

準
備
し
て
い
ま
す
。

●
解
説
冊
子
は
、
小
教
区
レ
ベ

ル
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
位
置

付
け
の
方(

司
祭
、
修
道
者

含
む)

が
対
象
で
す
。

＊
部
数
が
足
ら
な
い
場
合
は
、

教
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、
適
宜
、
印
刷
し
て

く
だ
さ
い
。

●
基
本
冊
子
の
活
用
は
、
基
本

冊
子
と
解
説
冊
子
を
熟
読

さ
れ
た
方
を
中
心
に
、
信

徒
が
基
本
冊
子
の
内
容
を

深
め
る
機
会
を
企
画
し
、

そ
の
中
で
、
信
徒
が
基
本

冊
子
の
内
容
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

●
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
や
不

明
点
は
、
所
属
地
区
で
行

わ
れ
る
宣
教
司
牧
評
議
会

や
学
習
会
の
よ
う
な
行
事

に
お
い
て
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
直
接
、
平
和
の
使

徒
推
進
本
部
に
お
問
い
合

わ
せ
頂
い
て
も
結
構
で
す
。

《
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
活
用
の
主
旨

に
つ
い
て
》

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
何

も
な
い
状
況
か
ら
新
た
に
作
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

二
〇
〇
二
年
の
広
島
教
区
大
会

以
降
の
様
々
な
広
島
教
区
の
動

き
の
中
で
、
皆
さ
ん
か
ら
出
さ

れ
た
教
区
が
抱
え
る
問
題
、
課

題
に
お
い
て
、
具
体
的
に
よ
り

現
実
的
に
「
平
和
の
使
徒
」
と

し
て
行
動
す
る
た
め
に
ま
と
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
自
身
が
、現
在
、行
っ

て
い
る
宣
教
司
牧
活
動
に
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

何
も
行
動
し
て
い
な
い
、
ま
た

は
、
こ
れ
か
ら
行
動
し
よ
う
と

思
っ
て
い
る
方
は
、
こ
れ
か
ら

の
宣
教
司
牧
活
動
の
ヒ
ン
ト
と

し
て
捉
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
自
分
に
は
関
係
な
い
。」「
教

区
か
ら
示
さ
れ
た

も
の
は
、
よ
く
分

か
ら
な
い
。」
と

い
っ
た
後
ろ
向
き

な
捉
え
方
で
は
な

く
、皆
さ
ん
が「
平

和
の
使
徒
」
と
し

て
行
動
す
る
た

め
の
、『
参
考
書
』

と
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

《
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
活
用
例
に

つ
い
て
》

○
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
、
小
教
区

レ
ベ
ル
、
地
区
・
ブ
ロ
ッ

ク
レ
ベ
ル
の
集
い
や
行
事

の
中
で
、
ひ
と
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
（
信
徒
総

会
、
黙
想
会
、
学
習
会
、
地

区
大
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、

宣
教
司
牧
評
議
会
な
ど
）

○
要
理
学
習
の
一
環
と
し
て

○
教
会
学
校
や
青
少
年
の
学
習

の
一
環
と
し
て

○
受
洗
後
、
広
島
教
区
民
と
し

て
の
意
識
付
け
に

○
他
教
区
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

へ
の
、
広
島
教
区
民
と
し

て
の
意
識
付
け
に

○
活
用
の
方
法
は
、そ
の
場
面
、

状
況
に
応
じ
て
様
々
で
す
。

前
向
き
で
自
由
な
活
用
を

期
待
し
ま
す
。

基本冊子（表紙）

 

平和行事 2012 ポスター

【
八
月
五
日
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

13
時
30
分
～
14
時
45
分

テ
ー
マ
：
日
本
司
教
団
の
声
明「
い

ま
す
ぐ
原
発
の
廃
止
を 

～
福
島

第
一
原
発
事
故
と
い
う
悲
劇
的
な

災
害
を
前
に
し
て
～
」

発
題
者
：
谷 

大
二 

司
教
（
さ
い

た
ま
教
区 

教
区
長
）、
徳
岡 

真
紀 

さ
ん
（
被
災
地
か
ら
の
避
難
者
）

○
分
科
会
　
13
時
～
16
時
30
分

①
被
災
地
か
ら
の
避
難
者
の
証
言

②
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
福
島

へ
の
具
体
的
支
援
拡
大
　
柴
田 

潔 

神
父
（
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
・

山
口
教
会
）、
藤
本 

忠
文 

さ
ん

（
防
府
教
会
）

③
被
爆
証
言
　
朴パ
ク

南ナ
ム
ジ
ュ

珠
さ
ん
（
観

音
町
教
会
）

④
被
爆
証
言
　
長
谷
川 

儀
た
だ
し 

神
父

（
広
島
教
区
司
祭
）（
予
定
）

○
子
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ム

ヒ
ロ
シ
マ
・
絵
本
読
み
聞
か
せ

13
時
～
16
時
30
分

笑
い
ヨ
ガ
、
絵
本
・
紙
芝
居
・

詩
（
ピ
ア
ノ
演
奏
）
の
読
み
語

り
。

○
原
爆
供
養
塔
前
で
の
祈
り
の
集

い
　
17
時
30
分
～
17
時
50
分

○
平
和
行
進(

原
爆
供
養
塔
前
～

本
通
り
～
世
界
平
和
記
念
聖

堂)

　
17
時
50
分
～
18
時
30
分

○
平
和
祈
願
ミ
サ

19
時
～
20
時
15
分

【
八
月
六
日
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

○
原
爆
・
す
べ
て
の
戦
争
犠
牲
者

追
悼
ミ
サ
　

8
時
～
9
時

○
世
界
平
和
記
念
聖
堂
案
内

9
時
30
分
～
12
時

○
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

9
時
30
分
～
12
時
30
分

軍
都
廣
島
の
足
跡
を
め
ぐ
り
、

戦
争
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま

す
。

○
原
爆
犠
牲
者
の
た
め
の

　
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
コ
ン
サ
ー
ト

18
時
～
21
時

エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
同
窓
会

平
和
行
事 

　
　
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

2012 平和行事「つながり ～８・６と３・１１を心に刻みつつ～」

日時：8/5( 日 )・6( 月 )・9( 木 )
場所：世界平和記念聖堂他
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東
日
本
大
震
災
支
援

山
口
教
会
助
任
司
祭

柴
田	

潔	

神
父

「
母
国
語
を
介
さ
な
い
人
」
と
し
て

在
日
外
国
人
を
し
っ
か
り
支
え
る

ユ
ニ
テ
ィ
岡
山
鳥
取
　
長
安
め
ぐ
み

　

二
〇
一
二
年
二
月
八
日
～
十
日

の
三
日
間
、
カ
ト
リ
ッ
ク
岡
山
教

会
に
、
全
国
の
Ｊ
―
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
の

メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
全
国
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
百
人
を
超
え
る
人
々
で
交

流
が
で
き
た
こ
と
を
神
様
に
感
謝

し
ま
す
。
二
〇
〇
七
年
か
ら
「
ユ

ニ
テ
ィ
岡
山
鳥
取
」
と
い
う
愛
称

で
Ｊ
―
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
岡
山
は
再
ス

タ
ー
ト
し
、「
出
会
い
」「
集
ま
る
」

「
交
わ
る
」「
支
え
る
」「
深
め
る
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
集
大
成
が
今
回
の

全
国
研
修
会
で
あ
り
、
あ
ま
り
語

ら
れ
な
か
っ
た
在
住
外
国
人
女
性

の
Ｄ
Ｖ
の
被
害
、
そ
の
子
ど
も
の

問
題
、
そ
し
て
、
困
難
を
抱
え
る

研
修
生
問
題
や
国
際
結
婚
、
新
た

な
東
日
本
大
震
災
の
支
援
の
問
題

等
、
幅
広
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
専

門
家
を
交
え
、
三
日
間
、
当
事
者

と
支
援
者
が
出
会
え
る
実
り
多
い

研
修
会
で
し
た
。

　

中
で
も
、
私
の
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
梅
田
教
会
の
荒
川
神
父
が

本
研
修
会
の
た

め
に
自
ら
翻
訳

し
紹
介
し
て
く

だ
さ
っ
た
、
ド

イ
ツ
の
ケ
ル
ン

教
会
の
「
母
国
語
を
介
さ
な
い
外

国
人
へ
の
徹
底
し
た
支
援
」
の
取

り
組
み
で
す
。
宗
教
と
い
う
枠
を

超
え
、
社
会
的
な
活
動
と
し
て
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
し
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、常
に
国
際
交
流
、

多
文
化
共
生
と
い
う
視
点
で
向
き

合
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
母
国
語

を
介
さ
な
い
人
」
と
い
う
こ
の
シ

ン
プ
ル
な
と
ら
え
方
は
、
目
か
ら

う
ろ
こ
で
し
た
。
た
だ
そ
の
困
難

の
た
め
教
会
に
何
が
で
き
る
か

を
徹
底
的
に
精
査
し
て
い
ま
す
。

十
八
％
が
外
国
人
と
い
う
国
際
都

市
ケ
ル
ン
に
ぜ
ひ
学
び
た
い
も
の

で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

百
の
説
法
よ
り
も
捨
て
身
の
努

力
が
大
事

　

昨
年
六
月
、
初
め
て
の
被
災

地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た

塩し
お
が
ま竈
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
リ
ー

ダ
ー
蒲
池
さ
ん
は
「
神
父
さ
ん

に
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、
百

の
説
法
よ
り
も
捨
て
身
の
努
力

が
大
事
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で

努
力
す
る
蒲
池
さ
ん
の
姿
が
、

今
は
き
れ
い
に
語
る
時
で
は
な

い
こ
と
を
悟
ら
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

二
本
松
幼
稚
園
の
支
援

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
戻
っ
て

き
て
、
私
は
汗
を
か
き
な
が
ら

教
会
の
向
か
い
の
亀
山
で
カ
ブ

ト
ム
シ
を
探
し
ま
し
た
。
山
口

教
会
・
山
口
天
使
幼
稚
園
協
賛

の
バ
ザ
ー
に
少
し
で
も
協
力
す

る
た
め
で
す
。
四
日
間
で
計
百

匹
以
上
見
つ
け
、
一
万
五
千
円

の
利
益
が
出
て
、
収
益
の
合
計

百
三
十
三
万
円
に
も
な
り
ま
し

た
。
支
援
先
が
話
し
合
わ
れ
た

時
、
バ
ザ
ー
の
陣
頭
指
揮
を
取

ら
れ
た
山
口
天
使
幼
稚
園
の
保

護
者
会
長
の
秋
本
さ
ん
か
ら

「
目
で
見
え
る
支
援
を
。
で
き

れ
ば
子
供
た
ち
に
。」
と
い
う

意
見
が
出
て
、
私
が
支
援
先
を

探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
宮
城
県
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク

幼
稚
園
に
電
話
で
問
い
合
わ

せ
、
対
象
を
福
島
県
に
広
げ
た

と
こ
ろ
、
放
射
能
と
地
震
の
被

害
を
受
け
た
カ
ト
リ
ッ
ク
二
本

松
幼
稚
園
が
候
補
に
挙
が
り
ま

し
た
。
承
認
を
得
て
、
バ
ザ
ー

の
全
収
益
を
十
月
に
送
り
ま
し

た
。
支
援
金
は
、
放
射
能
を
気

に
せ
ず
砂
遊
び
で
き
る
空
間

（
写
真
参
照
）、
除
染
の
手
間
が

軽
減
す
る
側
溝
の
ふ
た
に
な
り

ま
し
た
。
十
一
月
に
は
現
地
を

訪
問
し
ま
し
た
。
保
護
者
会
長

の
渡
辺
さ
ん
は
「
お
金
を
ポ
ン

と
出
せ
る
人
は
い
ま
す
。で
も
、

暑
い
中
汗
を
か
け
る
人
は
少
な

い
。
二
本
松
に
は
浪
江
町
か
ら

避
難
し
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま

す
が
、
大
丈
夫
で
す
か
？
と
声

を
掛
け
ら
れ
る
人
は
少
な
い
で

す
。」と
言
わ
れ
ま
し
た
。私
は
、

渡
辺
さ
ん
ご
自
身
が
二
本
松
に

留
ま
る
べ
き
か
の
葛
藤
を
抱
き

な
が
ら
、
様
々
な
意
見
を
持
つ

保
護
者
を
ま
と
め
、
励
ま
す
姿

に
心
打
た
れ
ま
し
た
。
五
月
の

再
訪
時
に
は
、
人
だ
け
で
な
く

大
自
然
も
放
射
能
で
苦
し
ん
で

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
今

年
も
、
福
島
の
お
友
達
の
た
め

に
百
匹
を
超
え
る
カ
ブ
ト
ム
シ

を
飼
育
中
で
す
。
収
益
を
、
神

様
か
ら
の
愛
と
励
ま
し
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
届
け
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

　

被
災
地
へ
の
も
う
一
つ
の
支

援
は
、
被
災
地
の
体
験
者
を
増

や
す
こ
と
で
す
。
昨
年
の
冬
休

み
か
ら
休
み
期
間
を
利
用
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
計
画
立

案
と
引
率
を
し
、
こ
の
夏
休
み

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
現
地
の

光
景
は
、参
加
者
に
焼
き
つ
き
、

自
分
は
震
災
と
ど
う
向
き
合
↖
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二
〇
一
一
年
七
月
、
第
一

回
（
復
興
と
い
う
べ
き
か
）
坐

禅
会
を
開
催
し
て
か
ら
、
毎

月
、
原
則
、
第
三
金
曜
日
午
後

七
時
か
ら
二
時
間
、
参
禅
者
十

人
ほ
ど
が
一
緒
に
座
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
愛
宮
ラ
サ
ー
ル
神

父
（
世
界
平
和
記
念
聖
堂
献
堂

の
発
案
者
、
推
進
者
）
が
坐
禅

し
て
い
た
と
い
う
、
地
下
聖
堂

が
坐
禅
会
の
場
所
で
す
。
こ
の

坐
禅
会
創
設
に
先
立
ち
、
愛
宮

ラ
サ
ー
ル
神
父
に
坐
禅
の
指
導

を
仰
い
だ
と
い
う
、
リ
ー
ゼ
ン

広島司教区災害サポートセンター収支報告
（2011 年 4 月 1 日～ 2012 年 6 月 30 日）

収入 献金 10,384,238
支出 支出合計 2,798,812

事務運営費 15,840
　　　振込手数料 15,840
旅費交通費 501,052
支援費（派遣者の経費を含む） 2,281,920
　　　経費 1,075,000
　　　送料 37,900
　　　物資購入 169,020
　　　「地ノ森いこいの家」支援 1,000,000

繰越 7,585,426

↙
う
の
か
、
自
分
は
い
か
に
生

き
る
べ
き
か
を
考
え
さ
せ
ま

す
。
特
に
若
い
人
に
は
、
召
し

出
し
を
生
む
一
つ
の
き
っ
か
け

だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
参
加

の
後
、
再
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
っ
た
り
、
継
続
的
な
支
援
を

実
施
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

司
祭
の
仕
事
、
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー

リ
の
勉
強
に
加
え
る
と
、
一
時

期
多
少
の
無
理
が
か
か
り
ま

す
。
で
も
、
被
災
地
は
ず
っ
と

非
常
時
で
す
。
こ
ち
ら
も
非
常

態
勢
で
臨
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
賛
同
し
て
旅
費
の
カ
ン
パ

や
祈
り
で
支
援
を
し
て
く
だ
さ

る
方
も
大
勢
い
ま
す
。
蒲
池
さ

ん
の
言
葉
が
、
支
援
へ
の
力
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。
広
島
教
区

で
の
支
援
の
輪
が
広
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

フ
ー
バ
ー
神
父
に
坐
禅
と
平
和

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
、
愛
宮
ラ
サ
ー

ル
神
父
の
弟
子
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・

コ
ッ
プ
神
父
ら
エ
ッ
セ
ン
坐
禅

会
一
行
は
、
世
界
平
和
記
念
聖

堂
を
訪
問
し
、
私
た
ち
と
共
に

平
和
の
ミ
サ
を
捧
げ
、
ド
イ
ツ

訪
問
を
強
く
勧
め
ら
れ
ま
し

た
。
熱
い
そ
の
思
い
に
応
え

て
、
二
〇
一
一
年
一
月
末
、
青

葉
憲
明
さ
ん
（
本
委
員
会
メ
ン

バ
ー
、
幟
町
教
会
）
と
私
が
ド

イ
ツ
エ
ッ
セ
ン
を
訪
問
し
ま
し

た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
・
コ
ッ
プ
神
父

の
指
導
の
も
と
、
エ
ッ
セ
ン
教

区
研
修
セ
ン
タ
ー
内
の
禅
堂

で
、
三
十
数
人
の
ド
イ
ツ
人
た

ち
（
ほ
と
ん
ど
が
カ
ト
リ
ッ

ク
）
と
共
に
、
わ
た
し
た
ち
二

人
は
接
心
（
数
日
に
渡
る
坐
禅

会
、
こ
の
時
は
四
泊
五
日
）
に

参
加
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

愛
宮
ラ
サ
ー
ル
坐
禅
会
開
催
に

至
る
、
直
接
的
な
動
き
の
始
ま

り
で
し
た
。
こ
の
時
、数
日
間
、

ほ
と
ん
ど
沈
黙
で
し
た
が
、
こ

の
よ
う
な
国
際
交
流
、
平
和
構

築
の
あ
り
方
が
あ
る
ん
だ
と
新

鮮
な
感
動
と
発
見
が
あ
り
ま
し

た
。
ド
イ
ツ
訪
問
前
、
一
ヶ
月

ほ
ど
一
人
で
坐
っ
て
い
た
私
で

す
が
、
み
ん
な
で
共
に
坐
る
意

義
を
大
い
に
体
得
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
地
下
聖

堂
に
お
い
て
は
、
日
本
語
や
英

語
に
よ
る
ミ
サ
の
ほ
か
、
祈
り

の
集
い
や
聖
体
礼
拝
な
ど
が
定

期
的
に
捧
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
坐
禅
会
が
加
わ
り
、
聖
堂

の
底
か
ら
平
和
を
築
い
て
い
く

思
い
で
共
に
坐
っ
て
お
り
ま

す
。
坐
禅
と
い
う
と
、
痛
い
思

い
を
我
慢
し
な
く
て
は
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
よ
う
で
す

が
、
椅
子
に
坐
っ
て
よ
し
、
正

坐
し
て
よ
し
、結
跏
趺
坐（
け
っ

か
ふ
ざ
）
し
て
よ
し
で
す
。
坐

禅
を
す
る
と
、
ふ
だ
ん
の
あ
れ

こ
れ
の
事
柄
か
ら
、
心
や
行
動

が
解
放
さ
れ
る
喜
び
を
存
分
に

味
わ
う
道
が
開
け
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、
よ
く
黙
想
で
き
る
よ

う
に
、
祈
れ
る
よ
う
に
な
る
か

ら
不
思
議
で
す
。
そ
し
て
、
共

に
坐
っ
て
い
る
方
々
と
、
ド
イ

ツ
の
仲
間
た
ち
と
も
、
も
ち
ろ

ん
関
わ
り
あ
る
方
々
と
も
し
っ

か
り
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
も

実
感
し
ま
す
。

　

楽
な
気
持
ち
で
、
ち
ょ
っ
と

の
ぞ
い
て
み
る
気
持
ち
で
、
愛

宮
ラ
サ
ー
ル
坐
禅
会
に
ご
遠
慮

な
く
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
広
島

市
内
の
方
ば
か
り
で
な
く
、
広

島
に
立
ち
寄
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
、一
度
共
に
坐
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
信
徒
、
シ
ス

タ
ー
、
司
祭
か
ら
な
る
愛
宮
ラ

サ
ー
ル
坐
禅
会
は
歓
迎
い
た
し

ま
す
。

愛宮ラサール神父

愛え
の
み
や宮
ラ
サ
ー
ル
坐
禅
会
創
設
一
周
年

世
界
平
和
記
念
聖
堂
保
存
活
用
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤	

正
史	

神
父



( 6 )カトリック　広　島　教　区　報2012 年 7 月 29 日  89 号

信
徒
養
成
講
座

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
の
展
開

地
区
便
り

岡
山
・
鳥
取
地
区

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク

広
島
地
区

25

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

二
○
一
二
年
度
の
「
信
徒
養

成
講
座
」
が
四
月
十
四
日
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。「
イ
エ
ス
さ

ま
に
出
会
い
と
も
に
絆
を
強
め

よ
う
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
六

回
の
講
座
の
内
三
回
の
講
座
を

終
え
ま
し
た
。
第
一
講
座
は
山

口
教
会
の
加
藤
信
也
神
父
様
を

お
招
き
し
「
日
常
生
活
の
中
で

の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て
の

あ
り
方
と
私
の
体
験
」
と
題
し

て
、
ま
た
第
二
講
座
は
京
都
教

区
か
ら
大
塚
喜
直
司
教
様
を
お

招
き
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

一
講
話
は
「
京
都
教
区
に
お
け

る
信
徒
養
成
の
考
え
方
」
に
つ

い
て
、
第
二
講
話
は
「
日
本
の

信
徒
に
望
む
こ
と
」
に
つ
い
て

で
し
た
。

　

今
回
は
倉
敷
教
会
へ
九
十
名

前
後
の
参
加
者
が
集
ま
り
、
近

隣
の
福
山
、
尾
道
教
会
の
信
徒

の
方
達
も
来
ら
れ
ま
し
た
。
第

三
講
座
は「
養
成
推
進
チ
ー
ム
」

が
担
当
で
、
笠
岡
教
会
の
瀧
井

英
昭
神
父
の
「
奉
仕
者
と
し
て

の
心
構
え
」
で
し
た
。

　

伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
は
出
雲
、
松

江
、
米
子
教
会
で
構
成
し
、
年

間
六
回
の
協
議
会
で
活
動
、
司

祭
交
代
等
の
調
整
を
図
っ
て
い

ま
す
。主
な
活
動
内
容
と
し
て
、

永
井
隆
博
士
平
和
祈
願
ミ
サ

（
三
刀
屋
）、
伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク
勉

強
会
（
今
年
の
テ
ー
マ
は
信
仰

年
）
及
び
各
教
会
の
黙
想
会
へ

の
相
互
参
加
な
ど
で
す
。

　

米
子
教
会
は
、
岡
山
・
鳥
取

宣
司
評
に
も
参
加
し
貢
献
し
よ

う
と
思
っ
て
も
、
地
理
的
に
距

離
が
遠
く
、
貢
献
も
参
画
も
ほ

と
ん
ど
出
来
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
活
動
の
拠
点
が
山
陽

側
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が

そ
の
原
因
で
す
。

　

司
祭
の
減
少
、
若
者
の
教
会

離
れ
や
高
齢
化
に
よ
る
信
徒
の

減
少
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し

て
確
実
に
教
会
維
持
、
よ
り
活

発
な
活
動
を
期
待
す
べ
く
教
会

間
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
り
ま
す
。

　

米
子
教
会
と
し
て
も
的
を

絞
っ
た
協
力
関
係
を
築
き
た
く

前
向
き
に
協
議
い
た
し
ま
す
。

（
米
子
教
会　

門
原
加
納
）

■
広
島
地
区
女
性
連
合
会
総
会

　

五
月
十
八
日
（
金
）、
広
島

地
区
女
性
連
合
会
総
会
が
、
世

界
平
和
記
念
聖
堂
で
前
田
万
葉

司
教
様
（
顧
問
）、
斉
藤
神
父

様
（
担
当
司
祭
）
を
お
招
き
し

て
、「
信
仰
の
再
発
見
」
を
テ
ー

マ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
司
教

様
司
式
の
ミ
サ
後
の
議
事
で

は
、
活
動
報
告
、
収
支
決
算
、

活
動
計
画
案
、
予
算
案
、
会
則

の
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
司
教
様
は
、
午
前
の
講

話
の
中
で
、
昨
年
六
月
一
日
教

皇
庁
大
使
館
で
の
、
広
島
司
教

受
諾
と
署
名
に
至
る
そ
の
場
の

あ
り
様
、
心
の
動
き
を
鮮
明
に

語
ら
れ
、
父
と
子
と
聖
霊
の
恵

み
に
感
動
致
し
ま
し
た
。
午
後

の
講
話
は
、
洗
礼
の
大
切
さ
、

洗
礼
の
恵
み
を
如
何
に
生
き
る

か
、
御
聖
体
を
戴
く
恵
み
に
つ

い
て
具
体
的
に
語
ら
れ
ま
し

た
。

■
広
島
地
区
女
性
連
合
会

今
後
の
予
定

「
尾
張
美
濃
の
殉
教
地
巡
礼
」

十
月
三
日
（
水
）
～
四
日
（
木
）

「【
研
修
会
】
日
本
の
聖
人
・

福
者
の
歴
史
と
証
を
学
ぶ
」

二
〇
一
三
年
一
月
二
十
五
日
（
金
）

●
昨
年
十
二
月
、
日
本
を
訪
問

し
た
韓
国
の
李
明
博
大
統
領

は
「
両
国
の
障
害
に
な
っ
て
い

る
慰
安
婦
問
題
を
優
先
的
に

解
決
す
る
真
の
勇
気
を
持
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述

べ
、
野
田
首
相
は
「
法
的
に
決

着
済
み
だ
」「
我
が
国
の
法
的

立
場
は
決
ま
っ
て
い
る
」
と
、

一
九
六
五
年
の
国
交
正
常
化
時

に
交
わ
し
た
『
日
韓
請
求
権
協

定
』
を
法
的
根
拠
と
し
て
《
解

決
済
み
》
を
繰
り
返
し
た
。
●

し
か
し
、
政
府
は
一
九
九
一
年

八
月
二
十
七
日
の
参
議
院
予
算

委
員
会
で
「
い
わ
ゆ
る
個
人
の

請
求
権
そ
の
も
の
を
国
内
法
的

な
意
味
で
消
滅
さ
せ
た
と
い

う
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」

と
答
弁
し
て
い
る
。
要
す
る

に
、
日
韓
の
国
民
個
人
の
請
求

権
は
存
在
し
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
●
な
ら

ば
、「
慰
安
婦
」
被
害
者
の
補

償
請
求
を
日
本
が
「
法
的
に
決

着
済
み
だ
」
と
言
う
の
は
欺
瞞

で
し
か
な
い
。
例
え
ば
、『
日

ソ
共
同
宣
言
』
の
シ
ベ
リ
ア
抑

留
者
の
ソ
連
に
対
す
る
請
求
権

に
つ
い
て
、
一
九
九
一
年
三
月

二
十
六
日
の
参
議
院
内
閣
委
員

会
で
は
「
我
が
国
国
民
個
人
か

ら
ソ
連
ま
た
は
そ
の
国
民
に
対

す
る
請
求
権
ま
で
も
放
棄
し
た

も
の
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に

考
え
て
お
り
ま
す
。」
と
答
弁

し
て
い
る
。
●
国
家
と
国
民
と

で
は
権
利
主
体
が
違
う
の
で
、

国
家
が
勝
手
に
国
民
の
権
利
を

放
棄
・
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
許

さ
れ
ず
、
憲
法
第
二
十
九
条
の

「
財
産
権
」
に
抵
触
す
る
。
侵

さ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
、「
私

有
財
産
は
、
正
当
な
補
償
の
下

に
、
こ
れ
を
公
共
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
。」と
、《
正

当
な
補
償
》
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん

相
手
国
の
国
民
に
対
し
て
も
同

じ
こ
と
で
あ
る
。
●
こ
う
い
う

答
弁
を
国
会
と
い
う
場
で
し
て

お
き
な
が
ら
、
具
体
的
な
請
求

や
要
請
に
対
し
て
、
日
本
国
民

の
請
求
権
は
存
在
し
て
も
、
韓

国
国
民
の
請
求
権
は
《
解
決
済

み
》
と
抗
弁
す
る
の
は
自
己
矛

盾
で
あ
り
、
国
際
社
会
に
対
し

て
も
恥
ず
か
し
い
ダ
ブ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
で
し
か
な
い
。

（
細
江
教
会　

廣
崎
リ
ュ
ウ
）
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山
口
・
島
根
地
区

広
島
教
区
の
施
設

⑭

「
書
院
の
新
し
い
顔
」

を
目
指
し
て

　

一
九
六
四
年
七
月
、
被
爆
地
・

広
島
に
聖
パ
ウ
ロ
女
子
修
道
会
が 

設
立
さ
れ
、
三
年
後
、
幟
町
に
聖

パ
ウ
ロ
書
院
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

  

本
会
は
、
教
会
の
中
で
社
会
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を

使
っ
て
福
音
を
告
げ
る
使
命
を
も

ち
、
広
島
教
区
に
お
い
て
も
、
教

会
訪
問
、
家
庭
訪
問
、
幼
稚
園
・

学
校
な
ど
の
団
体
訪
問
、
デ
パ
ー

ト
に
お
け
る
宣
教
、
講
演
会
・
上

映
会
な
ど
種
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

し
て
宣
教
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

■
津
和
野
乙
女
峠
ま
つ
り

　

五
月
三
日
（
木
）
に
第

六
十
一
回
「
津
和
野
乙
女
峠
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
た
。
あ
い
に

く
の
雨
模
様
だ
っ
た
が
、
全
国

各
地
か
ら
千
六
百
人
以
上
の
人

が
乙
女
峠
の
地
に
集
い
、
前
田

万
葉
司
教
様
初
め
て
の
司
式
に

よ
る
ミ
サ
が
行
わ
れ
た
。（
※

詳
細
は
、
広
島
教
区
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
殉
教･

巡
礼
地
（
乙

女
峠
）」
参
照
。）

　

乙
女
峠
ま
つ
り
に
先
立
ち
、

山
口
島
根
地
区
少
年
の
集
い
で

は
二
日
（
水
）
～
三
日
（
木
）

に
か
け
て｢

少
年
乙
女
峠
巡
礼｣

を
実
施
し
た
。
広
島
や
山
口
の

小
学
四
年
か
ら
高
校
三
年
生
ま

で
の
子
ど
も
達
と
リ
ー
ダ
ー
総

勢
八
十
名
が
参
加
し
た
。

■
二
〇
一
二
年
度
養
成
関
係

｢
聖
書
力
講
座｣

（
山
口
天
使
幼

稚
）
講
師　

山
浦
玄は

る
つ
ぐ嗣
氏
…
六

月
十
七
日
（
日
）。
百
四
十
余

名
参
加
。

｢

集
会
祭
儀
司
式
者･

聖
体
授

与
の
臨
時
の
奉
仕
者
研
修
会

｣

（
山
口
）
講
師　

清
水
弘
神

父
…
六
月
二
十
三
日
（
土
）。

七
十
余
名
参
加
。

「
信
徒
の
神
学
」（
宗
像
黙
想
の

家
）
講
師　

百
瀬
神
父
…
②
七

月
七
日
（
土
）
～
八
日
（
日
）、

③
十
一
月
十
日
（
土
）
～
十
一

日
（
日
）、④
二
月
十
六
日
（
土
）

～
十
七
日
（
日
）。

「
祈
り
の
体
験
二
期
」（
地
区
事

務
局
）
講
師　

ラ
フ
ォ
ン
ト
神

父
…
⑧
七
月
二
十
八
日
（
土
）、

⑨
九
月
八
日
（
土
）、
⑩
十
月

二
十
七
日
（
土
）、
⑪
一
月

十
九
日
（
土
）、
⑫
三
月
二
日

た
。
現
在
、
宣
教
方
法
は
時
代

の
変
化
に
よ
り
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
が
、〝
教
会
の
中
で
人
々

と
共
に
す
る
歩
み
〟
は
同
じ
線

上
に
あ
り
、
四
十
五
年
の
聖
パ

ウ
ロ
書
院
の
歩
み
を
貫
く
特
徴

で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
書
院(

案
内
所
を
含

む)

は
、
日
本
全
国
に
九
箇
所

あ
り
ま
す
が
、
幟
町
書
院
は
国

の
重
要
文
化
財
で
あ
る
世
界
平

和
記
念
聖
堂
を
有
す
る
カ
テ
ド

ラ
ル
、
幟
町
教
会
の
入
口
と
い

う
恵
ま
れ
た
位
置
に
あ
り
ま

す
。
信
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の

観
光
客
、
建
築
関
係
者
、
病
気

や
悩
み
・
問
題
を
か
か
え
た

様
々
な
方
が
訪
れ
、
教
皇
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
十
六
世
が
言
わ
れ
る

ま
さ
に
「
異
邦
人
の
庭
」
で
す
。

そ
こ
に
私
た
ち
は
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　

書
院
に
は
年
間
約
一
万
二
千

人
の
方
が
立
ち
寄
り
、
キ
リ
ス

ト
教
関
係
書
籍
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
、
カ
ー
ド
類
、
十
字
架
・
ロ

ザ
リ
オ
・
ご
像
か
ら
ス
ト
ラ
ッ

プ
に
い
た
る
種
々
の
用
品
が

人
々
の
手
に
わ
た
っ
て
い
き
ま

（
土
）。

「
聖
書
力
講
座
」（
山
口
）
講
師

雨
宮
神
父
…
九
月
九
日
（
日
） 

。

「
典
礼
研
修
会
」（
山
陰
と
山
口
）

講
師　

具
神
父
…
九
月
十
五
日

（
土
）、
十
六
日
（
日
）、
十
七

日
（
月
） 

。
七
月
十
七
日
（
火
）

の
養
成
委
員
会
で
詳
細
決
定
。

す
。
特
に
ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス

タ
ー
、
平
和
行
事
、
集
会
な
ど
の

際
に
は
活
況
を
呈
し
、
多
忙
と
な

り
ま
す
。

　

書
院
は
二
人
の
担
当
者
と
信
徒

の
協
力
者
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
会
員
の
高
齢
化

に
伴
い
、
会
内
で
は
使
徒
職
の
活

性
化
を
目
指
し
た
見
直
し
、
刷
新

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
書
院
に
も

「
人
々
を
迎
え
入
れ
る
場
、
福
音

宣
教
へ
の
開
か
れ
た
場
」
と
な
る

よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
、
新
た
な
意

識
・
視
点
と
具
体
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
常
に
目
指
さ
れ
て
き

た
こ
の
課
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
、「
新
し
い
顔
」

を
模
索
す
る
日
々
で
す
。
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幟
町
教
会

　
　
　

後
藤 

正
史 
神
父

「
多
く
の
司
祭
と
苦
楽
を

共
に
し
て
得
た
も
の
」

青
少
年
の
活
動

中
国
ブ
ロ
ッ
ク

カ
ト
リ
ッ
ク
高
校
生
大
会

　

三
月
二
十
六
日
～
二
十
九

日
、
広
島
学
院
で
、
第
四
十
六

回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
カ
ト
リ
ッ
ク

高
校
生
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

年
々
参
加
者
が
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
中
学
三

年
生
か
ら
高
校
三
年
生
ま
で

六
十
七
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ
』
で
、「
人
生
・
い
の
ち
・

生
活
」
の
サ
ブ
テ
ー
マ
ご
と
に

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
今
ま
で
の
人
生

を
振
り
返
り
、
自
分
に
と
っ
て

大
切
な
も
の
を
ラ
イ
フ
ラ
ン
キ

ン
グ
と
し
て
表
し
ま
し
た
。

　
「
人
生
」
の
グ
ル
ー
プ
は
神

学
生
の
話
や
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ

の
人
生
と
、
今
ま
で
の
自
分
の

人
生
を
比
較
し
、
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。「
い
の
ち
」の
グ
ル
ー

プ
は
平
和
資
料
館
に
行
き
、
命

に
つ
い
て
考
え
分
か
ち
合
い
ま

し
た
。「
生
活
」
の
グ
ル
ー
プ

は
東
日
本
大
震
災
の
映
像
や
実

際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た

方
の
講
話
を
聞
き
、
今
の
自
分

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。
最
後
に
各

グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
い
分
か
ち

合
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
分
か
ち

合
う
こ
と
の
少
な
い
高
校
生
た

ち
に
と
っ
て
、
こ
の
四
日
間
で

得
た
も
の
は
貴
重
な
も
の
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
岡
山
教
会　

中
村
彩
乃
）

　

一
九
九
〇
年
三
月
二
十
一
日
、
わ

た
し
が
三
末
司
教
の
手
に
よ
っ
て
司

祭
叙
階
さ
れ
て
か
ら
、
二
十
二
年
の

歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
司
祭
は
教
区

長
司
教
の
も
と
に
あ
っ
て
司
祭
団
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
司
祭

は
神
の
民
、
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体

な
る
教
会
の
中
に
あ
っ
て
牧
者
と

な
っ
て
宣
教
司
牧
（<

司
牧>W

e 
are O

K. And<

宣
教> you are 

O
K.

）
の
た
め
に
働
い
て
い
ま
す
。

　

教
会
の
使
命
を
果
た
す
に
当
た
っ

て
、
大
切
な
こ
と
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
る
の
は
司
祭
同
士
の
協
働
で
す
。

実
際
、
と
き
ど
き
耳
に
す
る
の
は
、

司
祭
同
士
も
っ
と
緊
密
に
連
絡
を
取

り
合
っ
て
、
協
力
し
合
っ
て
く
れ
れ

ば
よ
い
の
に
と
い
う
信
徒
た
ち
の
嘆

き
、
訴
え
で
す
。

　

そ
こ
で
、わ
た
し
は
、一
年
以
上
、

同
じ
教
会
（
小
教
区
）
に
あ
っ
て
共

に
働
い
た
司
祭
を
思
い
起
こ
し
て
み

ま
し
た
。
な
ん
と
、
今
ま
で
、
全
部

で
十
七
人
も
の
司
祭
た
ち
と
共
に
苦

楽
を
共
に
す
る
恵
み
を
受
け
て
い
た

と
い
う
歴
史
的
事
実
に
私
自
身
驚
い

た
の
で
し
た
。

　

共
に
働
い
た
司
祭
た
ち
の
所
属
を

み
て
、
ま
た
驚
き
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。
教
区
司
祭
六
人
（
早
副
、
野

間
、長
谷
川
、豊
田
、野
中
、西
江
）、

淳
心
会
六
人
（
バ
ン
・
ボ
ー
ベ
ン
、

木
陰
、
ミ
シ
ェ
ル
、
レ
ミ
、
レ
ネ
、

ジ
ェ
リ
ー
）、イ
エ
ズ
ス
会
二
人
（
レ

デ
ス
マ
、
ハ
ビ
エ
ル
）、
韓
国
プ
サ

ン
教
区
一
人
（
金
ヨ
ハ
ネ
）、
ミ
ラ

ノ
外
国
宣
教
会
一
人
（
ア
ル
ベ
ル

ト
）、フ
ィ
リ
ピ
ン
宣
教
会
一
人
（
ス

テ
ィ
ー
ブ
）
と
広
島
教
区
で
宣
教
司

牧
し
て
い
る
す
べ
て
の
修
道
会
、
宣

教
会
の
司
祭
た
ち
と
親
し
く
交
わ
り

の
時
、
協
働
の
時
を
過
ご
す
こ
と
の

で
き
た
、
め
ず
ら
し
い
司
祭
に
数
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
国
籍
で

言
う
と
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、

イ
タ
リ
ア
（
以
上
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）、

コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
（
ア
フ
リ
カ
）、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓

国
、
日
本
（
以
上
ア
ジ
ア
）
と
八
か

国
に
も
及
び
ま
す
。

　

年
齢
も
、
民
族
も
、
文
化
も
、
性

格
も
異
な
る
司
祭
た
ち
と
共
に
歩
む

中
で
、
自
然
と
「
多
様
性
の
中
の
一

致
（unity in varieties

）」、「
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
（
普
遍
の
、
公
な
る

教
会
）」
を
体
験
、
実
感
で
き
ま
し

た
。
主
に
お
い
て
一
つ
と
な
る
喜
び

を
味
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
司
祭
の

皆
さ
ん
に
感
謝
を
捧
げ
つ
つ
、
今
後

も
多
く
の
司
祭
た
ち
と
協
働
し
な
が

ら
、
福
音
の
喜
び
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　

小
学
五
年
生
～
中
学
三
年
生

の
皆
さ
ま
へ

『
信
仰
か
ら
の
奉
仕　

信
仰
へ
の
奉
仕
』

　

夏
休
み
も
近
づ

き
ま
し
た
。
今
年

も
楽
し
い
企
画
を

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
：
八
月
九
日
～
十
一
日

場
所
：
カ
ト
リ
ッ
ク
岡
山
教
会

問
い
合
わ
せ
：
野
中
神
父

詳
し
く
は
各
小
教
区
配
布
の
案

内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
ま
た
教
区
の
広

報
担
当
司
祭
に
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
か

ら
も
様
々
な
お
知
ら
せ
を
教
区

全
体
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

教
区
報
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て

身
近
で
、
親
し
み
や
す
い
も
の

に
な
り
ま
す
よ
う
に
・
・
・
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
ご
意
見

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。（
に
ん
）
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